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「AI 時代に大手 IT 企業が起こすべきイノベーションとは」 
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１．研究目的および意義 
生成 AI や大規模言語モデル（LLM）の急速な進化は、企業における知的業務の遂行方

法だけでなく、産業構造、競争優位、働き方そのものを変えつつある。従来の AI は、画
像認識、予測、最適化など、条件が比較的明確な個別タスクで活用されてきた。一方、生
成 AI は、文書作成、検索、要約、翻訳、プログラミング、設計支援、顧客対応など幅広
い業務に適用でき、自然言語を通じて一般社員や製造現場の担当者も利用できる。このた
め AI は、従来の IT化・自動化の延長ではなく、企業の運営原理や価値創造の構造を変え
得る技術として捉える必要がある。 
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本研究は、大手 IT サービス企業である SCSKを対象に、主要顧客である製造業ととも
に AI 時代をいかに生き抜き、提供価値と事業構造をどのように変革すべきかを検討する
実務的ケーススタディである。中心となるリサーチクエスチョンは、「SCSK は、主要顧客
である製造業とともに、AI 時代においてどのように提供価値と事業構造を変革すべきか」
である。本研究では、AI 進化の歴史と将来像、SCSK の現状、日本の製造業が抱える課
題、DXが成果につながりにくい構造要因を分析したうえで、SCSK に対する二つの変革
提案を提示する。 
本研究の中核概念は、DX の次の段階として位置付ける AX（AI Transformation）であ

る。DXが主にデジタル技術を用いた業務・サービス・プロセスの変革を意味するのに対
し、AXとは、AI を従業員あるいはパートナーとして組織に組み込み、人と AI の役割分
担、業務プロセス、データ基盤、設備、組織、意思決定、事業モデルを再設計する変革で
ある。したがって本研究は、AI を「どの業務に導入するか」ではなく、「AI を活かせる企
業アーキテクチャをいかに構築するか」という問いを重視する。 

 
図表 1-1：GP 構成イメージ 
出所：筆者作成 
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図表 1-2：提案構成イメージ 
出所：筆者作成 

 

２．AI進化と企業への示唆 
AI は、推論・探索を中心とした第 1 次 AI ブーム、知識工学・エキスパートシステムを中

心とした第 2 次 AI ブーム、機械学習・ディープラーニングを基盤とする第 3 次 AI ブーム
を経て発展してきた。過去の AI ブームでは、限定された条件下で高い性能を示しても、現
実の業務に存在する例外、暗黙知、データ品質、変化への対応、運用コストなどに十分対処
できず、技術への期待と実用化の間に乖離が生じた。この歴史は、AI 活用の成否がモデル
性能のみによって決まるのではなく、データ、業務プロセス、組織、人材、責任分担、ガバ
ナンスと一体で決まることを示している。 

2022年以降に急速に普及した生成 AI・基盤モデルは、複数形式の情報を扱い、多様な知
的業務を支援できる点で従来の特化型 AI と異なる。企業にとっては、生産性向上、意思決
定の迅速化、サービス開発力の向上という機会をもたらす一方、誤情報、著作権、機密情報・
個人情報の保護、バイアス、説明可能性、セキュリティなどの課題も生む。そのため、AI の
出力を人が検証する仕組み、データ利用の範囲、意思決定権限、最終責任、監査可能性を明
確にするガバナンスが不可欠となる。 
将来的な AGI（汎用人工知能）や ASI（人工超知能）については、実現時期や能力水準に

大きな不確実性があり、具体的な経営計画の前提に置くべきではない。ただし、より高度な
AI が研究開発、設計、生産、品質保証、保全、サプライチェーン、経営判断に深く関与す
る可能性を踏まえれば、企業は段階的に AI を受け入れられる組織・業務・データ基盤を整
備する必要がある。人間は目的・制約条件を設定し、AI が示す選択肢を評価するとともに、
品質、安全、倫理に関する最終責任を担うという役割分担が重要となる。 
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図表 2-2：AI の進化のイメージ、捉え方 
出所：筆者作成 

 

３．SCSK の現状と課題 
SCSK は、CSK と住商情報システムを源流とする総合 ITサービス企業であり、システ

ム開発、ITインフラ、保守・運用、BPO、コンサルティング、ハード・ソフト販売を幅
広く提供している。住友商事グループの IT 中核企業として、幅広い顧客基盤、複数業界
にまたがる業務ノウハウ、アプリケーションからインフラ・運用までを一気通貫で提供す
る総合力、大規模案件を安定的に遂行するプロジェクト管理力を有する。製造業は重要な
顧客領域であり、ERP、PLM、エンジニアリングチェーン、デジタルサプライチェーンを
含む基幹業務支援に関する経験を蓄積している。 

AI は SCSKに対して脅威と機会の両方をもたらす。脅威の第一は、顧客ごとの要件に人
材を配置する受託・人月型の事業モデルである。AI によって開発・保守の生産性が向上
し、必要工数が減少しても、対価が工数に連動したままであれば、売上成長が抑制される
可能性がある。第二に、生成 AI によって顧客の内製化、コンサルティング企業の開発領
域への参入、AI 搭載パッケージの普及が進めば、従来の SIer が担ってきた役割や参入障
壁が弱まるおそれがある。 
他方で、SCSK には、顧客の業務・既存システム・データ・セキュリティ要件を深く理

解し、新たな AI 技術と既存環境を接続する役割を担える機会がある。大規模かつ複雑な
企業変革では、AI モデルを導入するだけでは不十分であり、既存システムとの連携、ネッ
トワーク・セキュリティ、データ基盤、運用設計、業務定着までを統合的に実装する能力
が不可欠である。また、AI 活用の拡大は、AIセキュリティ、データガバナンス、規制対
応、システム統制といった「守り」の領域に新たな需要を生む。SCSKの顧客基盤、実装
力、長期的な信頼関係は、AI 時代にも重要な資産となる。 
本研究は、SCSKが対応すべき課題を６点に整理する。①人月型収益モデルの限界、②

情報システム部門中心の顧客接点に起因する製造現場への入り込み不足③サイロ化された
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データを横断的に扱うデータ基盤・ガバナンス・AI 運用能力の不足、④顧客の経営層や経
営課題への関与不足、⑤顧客の内製化、新規参入、AI パッケージの台頭を背景とする競争
激化と差別化の難しさ、⑥特定顧客や特定業界の IT 投資に成長が左右されやすい顧客・
業界依存、である。これらは独立した問題ではなく、提供価値、収益構造、顧客との関
係、組織能力が連動する構造的課題である。 

 

 
図表 3-1：SCSK 概要 
出所：住友商事株式会社, DAIS（デジタル・AI 戦略）説明会資料 

 

 

図表 3-8：SCSK の解決すべき課題 
出所：筆者作成 
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４．製造業の構造課題 
日本の製造業は、人口減少・高齢化に伴う人材不足と国内需要の変化、原材料・エネル

ギー・物流・人件費の上昇、グローバル競争、地政学リスク、GX、経済安全保障など、複
合的な環境変化に直面している。従来の量産・コスト削減を中心とする経営だけでは競争
力を維持しにくくなり、多品種少量、短納期、高付加価値化、サービス化、サプライチェ
ーン強靱化、トレーサビリティ向上への対応が必要となっている。製造業の競争力は、工
場や製品の能力だけでなく、データ活用、供給網管理、部門横断の意思決定、変化への適
応能力を含む経営能力に依存するようになっている。 
企業・現場レベルでは、熟練人材の減少と技能・技術継承の難しさ、設備の老朽化と更

新投資の遅れ、工場・部門・業務単位でのシステム分断、レガシーシステム、データ品質
の不足、サプライチェーンの可視化不足などが大きな制約となる。設計、生産、品質、保
全、調達、物流、販売の各機能が分断されている場合、AI や高度分析を導入しても、局所
的な PoC や限定的な効率化にとどまりやすい。製造業の AI 活用が本格化しにくい理由
は、AI 技術そのものの性能不足ではなく、業務プロセスの未標準化、データの分断、デー
タガバナンスの未整備、部門横断で意思決定する仕組みの欠如にある。 
こうした課題に対しては、単純な自動化や局所改善の積み上げでは不十分である。設

計、調達、生産、品質、保全、物流、サービス、経営を接続し、人と AI が協働して判
断・実行・学習を繰り返す仕組みを構築する必要がある。その前提として、製造現場の工
程、品質、設備、制約条件、熟練者の暗黙知を正確に理解し、データ化・標準化・AI 活用
へつなげなければならない。このため、IT サービス企業には、システム導入者にとどまら
ず、現場と経営を接続する変革パートナーとしての役割が期待される。 

 
図表 4-1：製造業が抱える課題 
出所：筆者作成 
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５．DX の限界と AX への転換 
DX が成果につながりにくい根本原因は、技術導入が目的化し、データ、業務、組織、

意思決定、評価・権限の仕組みが変わらないことにある。本研究では、DX 停滞の根本原
因を三つに整理する。第一は、部門・工場・業務ごとの部分最適による、データと意思決
定の分断である。第二は、情報システム部門を中心とした推進により、製造現場の実態や
経営課題との接続が弱いことである。第三は、個別受託・人月型の取引構造が、提供側・
顧客側の双方に個別最適、短期的な案件思考、再利用資産の不足をもたらすことである。 
この問題に対し、本研究は AX を、AI を前提とする企業アーキテクチャの再設計として

位置付ける。AXでは、AI に委ねる業務、人が担う判断、データの収集・共有・利用ルー
ル、AI の利用範囲、権限、監査、最終責任を一体として設計する。AI を人間の単純な代
替手段として扱うのではなく、現場知・データ・業務経験を蓄積し、部門横断の選択肢を
提示し、人の判断を補完・拡張するパートナーとして位置付ける。これにより、局所的な
DX から、現場、経営、顧客価値、収益構造を結び付ける変革へ進むことが可能となる。 

AX への転換に向けて二つの方向性を提示する。第一は、AI を従業員・パートナーとし
て企業内部に組み込み、現場力、業務、経営のあり方を変革する「内側からの AX」であ
る。具体的には、製造現場の暗黙知を AI 資産として蓄積し、設計、生産、品質、保全、
調達、物流などの領域を横断して最適化する。そして、経営層・現場・AI が適切に役割分
担しながら意思決定を行う経営 OS を再構築する。 
第二は、製造業そのものをソフトウェア前提で再定義し、製造OSおよび超先進 EMS

を通じて AXを事業として実装する「外側への AX」である。SCSKは、案件ごとに人材を
投入するだけではなく、製造に関する業務知見、データモデル、AI エージェント、業務テ
ンプレート、運用ノウハウを再利用可能な資産として蓄積する。それらを基盤に、製造企
業、設備・ロボット企業、商社、スタートアップなどと共創し、製造の高度化・サービス
化を実現する新たな事業モデルを形成する。 
二つの方向性は、DX停滞の根本原因に対応する。内側からの AXは、現場知の AI 資産

化と横断データ活用により、部門・工場単位の部分最適とデータ分断を解消する。また、
現場との共創と経営 OSの再構築を通じて、情報システム部門、製造現場、経営層の断絶
を縮小する。外側への AX は、製造OS・超先進 EMS を事業化することで、個別受託・人
月型モデルへの依存を緩和し、知見・ソフトウェア・データを継続的に再利用する構造へ
転換する。 

 
図表 5-3：2 つの提案による解決の方向性、解決イメージ 
出所：筆者作成 
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６．提案①：提供価値の変革 
第一の提案は、SCSKが「システムを導入・運用する受託ベンダー」から、「顧客の AX

を構想・実装・運用する変革パートナー」へと提供価値を転換することである。その中心
は、現場力の AI 資産化、領域横断の最適化・高度化、経営OSの再構築である。製造現場
に深く入り込み、熟練者の技能、品質判断、設備異常への対応、工程上の制約、改善のノ
ウハウなどを、データ・ナレッジ・AI エージェントとして蓄積する。これにより、属人的
な技能継承を支援するとともに、現場の固有知を顧客にとって再利用可能な競争資産へ変
換する。 
さらに、SCSK は、設計、生産、品質、保全、調達、物流、販売、経営に散在するデー

タと業務をつなぎ、領域横断の最適化を支援する。このためには、データ基盤の構築に加
え、データ品質、メタデータ、アクセス権限、セキュリティ、AI モデルの運用・監査を含
むデータ・AI ガバナンスが必要となる。SCSKが有するアプリケーション、インフラ、ネ
ットワーク、セキュリティ、運用、BPO の総合力は、構想から実装、安定運用、継続改善
までを一貫して支援するうえで強みとなる。 
加えて、経営OSの再構築を通じて、SCSK は情報システム部門だけではなく、顧客の

経営層との対話を拡大する。AI を活用した事業構造や収益モデルの変革には、投資配分、
組織設計、権限移譲、リスク許容度、パートナー戦略など、経営が決めるべき論点が多
い。SCSK には、技術実装の知見を経営課題へ翻訳し、経営戦略と現場実装を往復させる
構想力が求められる。 
この提案は、SCSK の六つの課題のうち、特に製造現場への入り込み不足、データ活用

領域への対応遅れ、経営層・経営課題への関与不足に直接対応する。同時に、顧客固有の
現場知と横断データを AI 資産へ変換することで、他社が模倣しにくい競争優位を形成
し、競争激化への対応にもつながる。 

 
図表 6-2：提案①のイメージ 
出所：筆者作成 
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7．提案②：事業モデルの変革 
第二の提案は、製造 OSおよび超先進 EMSを軸に、SCSKの事業モデルそのものを変革

することである。製造OS とは、製品企画、設計、調達、生産、品質、保全、物流、経営
など、製造活動に関わるデータ、業務、意思決定、実行を接続し、AI を通じて継続的に最
適化する基盤である。顧客ごとの個別システムを一から開発するのではなく、共通化でき
る機能、データモデル、AI エージェント、ガバナンス、業務テンプレートをプラットフォ
ームとして整備しつつ、各顧客・工場の固有要件にも対応する。 
超先進 EMS は、AI、ロボティクス、デジタルツイン、データ連携を活用して製造機能

を高度にサービス化する構想である。SCSK は単独で製造機能を保有するのではなく、製
造企業、設備・ロボット企業、商社、研究機関、スタートアップなどとの共創を通じて、
製造OSを基盤とした新たな製造サービスを構築する。初期には特定の現場課題に対する
AI・自動化のユースケースを実証し、その成果を製造OSへ組み込み、最終的には複数顧
客・複数拠点に展開可能な事業へ成長させる段階的な取組を想定する。 
この提案の狙いは、SCSK が人材投入量に依存した受託 SI から脱却し、知見、ソフトウ

ェア、データ、AI、運用ノウハウを継続的に蓄積・再利用する事業へ移行することであ
る。収益モデルも、従来の工数連動型に加え、利用料型、成果連動型、共同事業型などを
組み合わせ、顧客の変革成果と SCSK の収益が連動する形へ変える。これにより、SCSK
は収益モデルの限界、競争激化、顧客・業界依存という課題に対応し、自ら成長軸を設計
できる企業へ転換することを目指す。 

 
図表 7-2：提案②の具体像 
出所：筆者作成 
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8．結論と今後の課題 
本研究の結論は、SCSKが AI 時代に持続的な競争優位を築くためには、既存の SI・運

用事業を AI で効率化するだけでは不十分であり、提供価値と事業構造を同時に変革する
必要があるという点にある。提供価値の変革では、SCSKは製造現場の暗黙知を AI 資産と
して蓄積し、データを横断的に活用し、経営 OSの再構築まで担う AXパートナーになる
ことが求められる。事業構造の変革では、製造OS と超先進 EMS を軸に、再利用可能な
知見・ソフトウェア・データ・サービスを事業化し、成果・価値連動型の収益モデルへ移
行することが必要となる。 
実現に向けては、経営の明確なコミットメント、製造現場との継続的な共創、データ・

AI ガバナンス、AI・データ・製造を横断できる人材の育成、顧客固有性と共通化の両立、
外部パートナーとのエコシステム形成が不可欠である。本研究は公開情報と実務的知見に
基づく探索的研究であり、製造 OS・超先進 EMSの実現可能性、収益性、顧客受容性、実
証プロジェクトの成果については今後の検証を要する。それでも、AI を脅威や単なる効率
化手段としてではなく、日本の製造業と IT サービス企業がともに競争力を再構築する機
会として捉え、AX への移行に向けた具体的な方向性を示した点に本研究の意義がある。 
筆者自身、製造業を主要顧客とする SCSK の事業に携わる当事者として、本研究で示し

た方向性を、顧客現場における実証、事業構想の具体化、社内外の関係者との共創を通じ
て実行へ移し、AI 時代の SCSK と日本の製造業の変革を担う存在となることを目指す。 
 

以上 
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とデジタル技術活用に関する研究」 
野村総合研究所（NRI）（2025）.「生成 AI・AI エージェントが企業競争力に与える影
響 – 業務横断最適化と産業構造変化」 
PwC Japan グループ（2025）.「AI 時代の製造業 – データドリブン経営とビジネスモ
デル変革に向けて」 
デロイトトーマツコンサルティング（2025）.「AI×製造業トランスフォーメーション 
– 組織・文化・プロセスがもたらす制約と打開策」 
Gartner Market Statistics 市場動向レポート、AI レポート 
富士キメラ IT業界動向レポート 
その他 AI 関連レポート、記事 

 

https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20250529_025122.pdf
https://www.mizuhobank.co.jp/corporate/mhri/research/report/2025-0012/index.html
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https://www.scsk.jp/ir/library/report/pdf/scsk/scsk_report2024.pdf
https://www.rakuten-sec.co.jp/web/special/scsk/pdf/pdf-01.pdf
https://www.scsk.jp/ir/library/archives/pdf/scsk/20250430_presentation_1.pdf
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